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深秋の候 先生方におかれましては、益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 

さて、先に報告者を募りました合同授業実践報告会を下記の通り行いますので、ご案内

申し上げます。今年度は５名の先生方にご登壇いただき、他教科の先生方でも参考にな

るような授業の取組報告や教科横断的な授業の取組報告をお願いしております。 

他校・他教科の授業の進め方や工夫を聞く機会は貴重であり、授業デザインの実例を

学び、現場に活かすヒントを得ることは、ご参加の先生方にとって大いに役立つものに

なろうかと思います。お誘い合わせの上、奮ってのご参加をお待ちしております。  

 

記 

 

１．日 時  令和７年１２月２３日（火）１８：００～２０：００（受付開始１７：３０～） 

18：00～20：00 授業実践報告、情報交換第１部（質疑応答を含む） 

20：00～20：30 情報交換第２部（自由参加制） 

 

２．会 場  アルカディア市ヶ谷（私学会館）会議室 千代田区九段北 4-2-25 

 

３．報告内容  ※中面をご参照ください 

 

４．定 員  ６０名（申し込み順⇒定員になり次第締め切ります） 

 

５．参 加 費  無 料（当協会会員各校の拠出金と(公財)東京都私学財団からの補助金で運営しております） 

 

６．申込方法  １２月１６日（火）までに東京私学教育研究所ＨＰよりお申込みください。 
 

URL https:// k.tokyoshigaku.com 

文系教科研究会 令和７年度「合同授業実践報告会」のご案内 

～教科横断・探究型の授業を目指して～

殿 



７．プログラム   授業実践報告（下記参照／敬称略／報告順は予定）、情報交換（質疑応答を含む） 

 

報告者（学校名） 題 目 

佐藤 淳人 

（品川女子学院中高） 

英語×数学 教科横断型授業の実践報告 

昨年度、本校の中 1～高2の希望者を対象に実施した、英数の教科

横断型授業の実践報告を行う。実施の背景や具体的内容に加え、受講

した生徒の生の声も紹介したい。 

會田 康範 

（学習院高） 

思考力・表現力・判断力を育む博学連携による探究的な学びの創造 

日本史探究の時間内で実際の史資料を扱い、歴史の考察を実践する

ことは時間的な制約などから難しい側面がある。そこで博学連携によ

る総合的な探究の時間を活用し身近な史資料を素材に展覧会づくり

を行い、思考力や表現力,判断力を涵養するための授業実践を紹介し

たい。 

松尾 哲朗 

（国際基督教大学高） 

生成ＡＩを活用した「山月記」翻案小説作成 

生成ＡＩを活用して山月記の翻案小説を作成する過程の中で、文学

作品の読解を深めるとともに、他教科における探究に際した生成ＡＩ

活用の基礎となる特性や活用法等の理解を進める授業実践を報告し

たい。 

松元 賢次郎 

（晃華学園中高） 

「自分と異なる意見の他者は「洗脳」されている？」 

生徒の人間観の相対化を目指して：歴史総合 

アジア太平洋戦争期の、日本民衆の戦争への向き合い方を、知識構

成型ジグソー法で扱うことを通じて、歴史総合の掲げる「大衆」的な

人間観の相対化を目指した。 

細井 俊克 

（白梅学園高） 

学びあいを促進する対話的な英語授業の試み 

社会文化主義とコレクティブ・エフィカシーを軸に、対話的活動で

生徒を「教わる側」から「学びの主体」へ転換する授業実践の試み。

「主体的・対話的で深い学び」を、普段の授業に実装するための一方

策として報告。 



■交通のご案内 

地下鉄 有楽町線・南北線 

市ヶ谷駅（1 または A1）出口 

地下鉄 新宿線 

市ヶ谷駅（1 または A1）出口 

JR 中央線（各駅停車） 市ヶ谷駅 

 

上記改札・出口から徒歩約２分 

８．委員名（支部・学校名） 

委員長          畑澤 正一（⑦大 森 学 園） 

委 員   国 語   宇野 幸弘（③晃 華 学 園）  山田寛治郎（⑦香 蘭 女 学 校） 

駒ヶ嶺泰暁（⑨中央大学杉並）  沖 奈保子（⑫ドルトン東京学園） 

  委 員   地理歴史   柴田 洋平（⑤サレジアン国際学園）  続木 敏之（⑧駒 場 東 邦） 

鈴木 直紀（⑨文化学園大学杉並）  佐藤 竜之（⑪啓 明 学 園） 

矢口 陽一（⑫東京電機大学） 

  委 員   公 民   宇治 玲子（③実践女子学園）  藤掛 俊樹（④京 華 商 業） 

宮島健太郎（⑤サレジアン国際学園）  時田 和寛（⑨実 践 学 園） 

  委 員   外 国 語   橋口 一城（⑩本 郷）  大久保圭佑（⑪聖パウロ学園） 

                栗原 達也（⑪桐 朋）  三河尻紀明（⑪明 法） 

                  倉田 豊子（⑫聖 徳 学 園） 

 
東京私学教育研究所 文系教科研究会 

担当：松田・岡沢・山本 
TEL 03-3263-0544 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 《案内図》 

 

 

 

 

 

 

 

 

天候の悪化や各種災害、それに伴う公共交通機関の対応などにより、実施方法（オンライン研修を

含む）プログラムの変更や中止（延期）となる場合があります。その際には web 申込時にご入力

いただいたメールアドレスへ迅速にご案内させていただきます。 



 


